
所沢市取扱い 

路地状敷地の取扱い 

 埼玉県建築基準法施行条例第３条、第１０条に規定する路地状敷地については、以下の

とおり取扱う。 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根拠法令等 

（参考図書） 

・埼玉県建築基準法施行条例と解説（令和３年度版）発行者：一般社団法人 埼玉建築士会 
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Ａ 

B 

①Aが 2B以上＝路地部分の長さは C 
②Aが 2B未満＝路地部分の長さはD 

D 
C 

道路 

１、路地状部分が途中で広がる場合の 
延長長さの算定 

２、路地状部分の幅が部分により異なる 
場合の路地の長さ及び幅員の算定 

4m 
B 

3m 

道路 

３、不整形敷地の場合の路地長さ及び 
幅員の算定 

４、路地状敷地として取扱わない敷地の要件 

道路 
B B 

Ａ 道路 

接道部分が 4m以上あるこ
とを条件として、Ａ=2B 以
上の場合には、路地状敷地
として取り扱わない。 

4ｍ以上の部分も路地状形態であるため、当該
敷地の路地の長さはＢ、幅員は３ｍとなる。 

※県条例第 10 条の適用においては 4ｍを 6ｍと読み替える 

4ｍ 

Ａ 

Aが 4ｍ未満の場合、当該敷地の路地の長さはＢ、
幅員は接道部分 Aとなる。 

4ｍ以上 

※県条例第 10 条の適用においては 4ｍを 6ｍと読み替える ※県条例第 10 条の適用においては 4ｍを 6ｍと読み替える 


